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本と読者とのつながりを考える 
 

 

代表 皆倉 宣之 

 

いよいよ読書の秋到来です。しかし読書をめぐって

はいろいろな問題点が年々顕著になってきています。そ

の最たるものが書店の閉店です。日本国内の書店数

は2000年の時点で「21,495店」であったのに対し、

2020年には「11,024店」と、およそ半数にまで減少

しています（「公益社団法人 全国出版協会 出版科

学研究所」）。その背景には、書籍のオンライン販売や、

電子書籍の普及など、「実店舗を介さない消費形態」

の登場が一因として挙げられます。 

さらには、いわゆる読書離れの傾向が続いているこ

とです。文部科学省の子どもを対象にした調査により

ますと、不読率（1カ月に1冊も本を読まない子どもの

割合のこと）が2017年度では小学生5.6％、中学生

15.0％、高校生50.4％という結果が出ています。 

また、書店が減るということは双子の関係にある出

版業界にも影響を及ぼします。出版市場における紙媒

体資料の販売金額は、ピークだった1996年の2兆

6,564億円に比べ、2020年には半分以下の1兆

2,237億円にまで落ち込んでいます（『出版指標年報』

2021）。このことから延いては「そもそも紙媒体の本を

読む習慣が失われている」という可能性も指摘されて

います。 

このような現象に対して、何とかして読書人口を増や

し、新しい書店や出版市場の在り方を考えていこうとい

う動きがいくつか出てきています。その１つが編集者や

営業、取次、書店員らで構成する「未来読書研究所」

です。そのモットーは「これからの読者」を育てていくこ

とだそうです。「これまでの出版業界は、従前の読者、

現在の読者ばかりに目を向けてきた。書店も同様で、

「今、売れるもの」「売れる可能性があるもの」ばかりを

追い求め、走り続けてきた。メンバーが目指すのは、そ

の一歩先にあるものだ」です。 

このような動きのかいあってか、2020年は15年ぶ

りに書籍・雑誌の売り上げが前年比を超えたそうです。

それは本と読者、本と地域をつなぐ活動が広がったの

も一因のようです。この動きの特徴は、まちづくりの一

環として書店を提案してゆくと言うもの。 

これは具体的には、最近テレビやマスコミでも取り上

げられる、店舗のない「エア本屋」とか、施設の図書館

に自分だけの本棚を置く「１箱 

本棚オーナー」などがあります。 

ところで、本と言えば公共 

図書館が第1に閃きますが、 

上述したような読書をめぐる 

状況に対して、公共図書館に 

できることはなにか、という 

問いかけも可能なような 

気がします。 

みなさんは如何がお考え 

でしょうか。 
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「千葉市若葉図書館の建て替え・移転について 要望書」に 

神谷千葉市長からの回答が届きました 
 

「としょかんふれんず千葉市」は、２０２２年６月７日に「千葉市若葉図書館の建て替え・移転について 要望書」を

千葉市長 神谷 俊一氏、千葉市教育長 磯野 和美氏、千葉市生涯学習部長 佐々木 敏春氏、千葉市中央図書

館長 中島 千恵氏宛に提出し、各項目について文書での回答をお願いしました。（会報 68号に掲載） 

  要望書に対し、2022年 8月 4日付で神谷市長より回答をいただきました。迅速な対応に感謝し、ここに掲載い

たします。 
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『地方自治と図書館 「知

の地域づくり」を地域再生

の切り札に』 

片山善博・糸賀雅児 /共

著 （勁草書房） 

 

私たちは、2014年（平成

26年）に著者の一人、片山

善博氏を招いて講演会を

開催した。２００名の参加者を前に片山氏は「図書館と

は万人の“知の拠点であり”、万人の自立を支援する

ために資料を揃え司書が結びつけるところ」。そして

「図書館は“地方のことは地方で解決”（地方自治）し

ていくために重要な存在」であると話された（詳細は

会報22号）。これは本書の内容とほぼ重なる。 

 

この講演会の一年前2013年、佐賀県武雄市は市

の図書館に大都市の事業者を指定管理者として採用

した。民間の力を活用して図書館にたくさんの人を呼

び込み、賑わいの空間を創出した。そこにはアメリカの

有名なコーヒー店もあり、館内ではその事業者自身が

本の販売もしている。民間の事業者に運営される図書

館は、従来の図書館のイメージと大きく違っており、当

時全国からたくさんの人が訪れた。私たちはこの武雄

市の図書館の話に驚き、このような図書館に疑問をも

ったが、周りの人に「図書館に指定管理者制度を導入

することはなぜよくないのか」を説明するのは簡単では

なかった。 

このたび改めてこの著書を読み合い、 この武雄市

の図書館を例に「地方創生」の観点から片山氏が指

摘した指定管理者制度の次の記述に納得した。 

①市役所が図書館を改造し、市外から誘致した大都

市の事業者に営業させる。その利益は事業者のもの

になるので市外に出て行ってしまう。（これではもとも

と市に税金を納めている市内の書店としてはたまっ

たものではない。） 

②コスト軽減のメリットを謳う指定管理者制度の導入

は、図書館の場合、民間に委ねられた図書館で働く

スタッフたちの給与単価を切り下げることで実現さ

れ、雇用期間限定の非正規職員（官製ワーキングプ

アー）を作り出すことにもなる。 

③指定管理者制度の委託契約期間はせいぜい5年程

度。とても図書館を長期的視点で切り盛りしてくれる

存在にはなり得ない。 

 

導入することによって、自治体が公費を使って地元

の事業者を疲弊させ、地域経済の衰退や雇用不足の

主たる要因を生み出すことになるわけである。 

「地域の知の拠点」として末永く安定的に運営され

ることが求められる図書館をうっかり人手に渡してしま

ったら、どういうことになるか。武雄市の例は教えてくれ

る。「地域の知の拠点」は意地でも地域が自前で切り

盛りするべきで、それにはこれからの地域にとって必要

な知の資産を取り込んでいく役割を果たす人材（すな

わち優秀な司書）を自前で養成することが求められる。 

（運営委員） 

 

 

                                                         

報告します！ 図書館のことあれこれ 
 

 

2022年、コロナ禍3年目に入り感染状況を見つつ企画した「図書館見学会」も7月には残念ながら中止

となり、私たち運営委員は「この夏」どうするか相談した。そこで、６月７日提出した「要望書」の返答を市長さ

ん直筆のサインでいただいたこと。今年度総会で話題となった成田市立図書館を訪問し「司書」について重

ねて学んだこと。「令和4年度第１回千葉市総合教育会議（2022年5月20日）の議事録」に於ける市長の

嬉しい発言など、会員の方々に報告したいことが多々あることを確認。（8ページ 参照） 

これらの報告に携わりながら、私たちは「この夏」次の4冊を何回も読み合い本の紹介を兼ねてそれぞれ

が感想を記した。私たちを取り巻く図書館の現状が伝わることを願って！ 
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 『行政マンとして 図書館員

が忘れていること』 

 内野安彦 /編著 （樹村房） 

 

本書は、どうして図書館は

行政の中で評価されないの

か、そして市民に図書館を届

けるにはどうすればいいのか

という視座でまとめている。

日々の評価を得るために、しかも図書館員一人一人の

姿勢で変えられることを書き、その実践が必ず予算や

人員の充実につながると約束はできないが、地域の人

や庁内の同僚が図書館員を見る目は間違いなく変わ

り、頼れるパートナーとして見てくれるようになると書い

ている。 

図書館の評価者を大きく三つに分けて考えてみる。

一つ目は「市民」、もう一つは「〈役所内の〉同僚」、そ

して三つめは「地域」です。 

図書館の日常を正確に市民や同僚に伝えられる指

標があればいいのですが、図書館の定番となっている

指標、例えば人口一人当たりの貸し出し冊数やレファ

レンス受付件数では、市民はもちろん役所の同僚でも

これらの数値で分かる人は限られるのではないか、

「わかり易く」伝えることが必要。図書館に足を運んで

もらう「見て」もらう企画をすることが大事で、そして図

書館から進んで地域や役所に出ていくことですと記し

ている。 

図書館員が行政マンの目を磨くことによって選書や

展示に変化が表れ、他部署の職員が図書館に向ける

目が好意的になり、ともに地域の課題解決に取り組む

パートナーとして信頼を寄せるようになる。 

図書館も市の施設である限り、市民のためのサービ

スだと分かりやすい理由を説明することも必要だ。図書

館が広告塔として果たせる役割もたくさんあります。他

の公共施設より多くの人が利用するのが図書館です。

開いている日は多く、利用できる時間も長い。役所の中

で最も新聞の購読紙も多い。これは圧倒的なアドバン

テージだと著者はいう。 

先日「中島中央図書館長と語る会」の後で館長にこ

の本を紹介しました。後日、館長から本を読みましたと

報告がありました。千葉市は人口減少などにより、図書

館も課題が多い現状にあります。 

著者は、図書館員が市民と向き合い、他部署の同僚

と向き合い、そして自分の勤務するまちだけでなく、周

辺を地域としてとらえることで、新しい自分と向き合うこ

とができると書いている。 （運営委員） 

『図書館を語る 未来につなぐ

メッセージ』  

山崎博樹/編著 （青弓社） 

 

著者の山崎氏は、図書館の

仕事はあらゆる分野に関係す

ることが可能であり、これから

の社会に重要なインフラであ

るとしている。まず、役所の人

が司書になった館長経験者が行政としての視点から

語っている。 

元塩尻市立図書館長は、地域づくりに興味があった

ことから、図書館に人が集える場所をつくることをミッ

ションとし、子育て支援センターや市民活動の場として

の機能などをつないで新しいサービスを生み出した。 

札幌市図書館・情報館初代館長は、ITの部署の経

験から、これまで図書館を積極的に利用してこなかっ

たビジネスマンをターゲットにし、蔵書のジャンルを絞っ

た。ビジネスでは最新情報の提供が求められることか

ら資料の貸出サービスは行わない図書館である。 

元鳥取県立図書館長は行政職として、図書館運営

に前職の経験を生かすことができ、自治体の長期計画

の視点から図書館がみえることもあるという。 

新たなサービスやICT（情報通信技術）の活用によ

り、図書館は成長する可能性を秘めている。現在の図

書館の最前線で活躍している方々が次の視点で語っ

ている。 

ICTやデジタル化は、図書館に導入することが目的

ではなく、ツールとしてＩＣＴを使って何をするのか、企画

する力が図書館職員には求められるとしている。 

これからの図書館員については、「少なくとも公共図

書館で働いている公務的な立場にある人たちに限って

言えばやはり行政執行能力につきる」従来の図書館に

関する知識にプラスして、「地域政策や自治体経営を

して、図書館をどう進化させていくのか、そのための財

源をどう調達するのか、政策決定で民主制下の合意

形成をどう図るのか」ということが必要であると語って

いる。 

千葉市図書館でも、Wi-Fiや電子書籍が導入され、

Twitterも開設された。公民館との複合化も進む。そこ

にはどんな視点から、どんなサービスを生み出し、どの

ように図書館を成長させようとしているのか。“未来に

つなぐメッセージ”を期待したい。 

8ページの神谷市長の発言には図書館についての

深い想いと、多くの思いがあると感じた。（運営委員） 
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『29歳で図書館長になって』 

吉井潤/著 （青弓社） 

 

『29歳で図書館長になって』

の吉井潤氏がこの本で語ってい

る事は、私の今までの図書館の

概念を大きく変えるものであっ

た。図書館はただ本を読むだけ

の施設ではなく、もっと多種多様ないろいろな人が利

用できる図書館にすべきだと言っている。確かに「どう

図書館を利用してよいのかわからない」とか、「学生じ

ゃないから行くのは…」と図書館を利用しない人からよ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

く聞く言葉である。 

吉井氏はこれまでほとんど図書館を使ってこなかっ

た人にも来てもらえるような仕掛けを作りたいとワクワ

クするような図書館を思考している。例えば「図書館周

辺の地域に住んでいる人がどのような活動をしてい 

るのかを知るための掲示板を館内に設置する」このこ

とはこれまで図書館をあまり利用しなかった住民を引

き寄せるとても斬新な手段だ。また「データベースの充

実と利用促進のための講習会を図書館でもおこなう

べきである。大学図書館に比べ公立図書館は契約して

いるデータベースが少なすぎる」これも居住地から大

学が遠い学生、働きながら勉強している若者にとって

 

          

 

2022年５月２０日、令和４年度第１回千葉市総合教育会議が開

かれ、学校教育推進計画と生涯学習推進計画の今後10年間の取

組みの方向性が議論された。議事録には、第６次生涯学習振興計

画（案） 「生涯学習施設等の利用環境の充実としてWi－Fi環境の

整備」が挙げられており、このアクションプランについて 

 

— 神谷市長の発言— 

学習環境の整備において、Wi-Fi環境の整備とありますが、

これは手法であり、重要なのは何をするかです。生涯学習全般

において、公民館や図書館でどういったことをしていくのか、市

が進める施策と連携をどう図っていくのか、極めて重要な話で

す。 

 

     「電子書籍の拡充、電子書籍特有の機能を有する書籍の充実を図 

るなど」と挙げられているプランについて 

 

 — 神谷市長の発言— 

        電子書籍の拡充とあり、図書館に来なくても図書の貸し借り

を行えるようにするという観点で書かれていますが、図書館の

基本的な機能は、本を貸すだけではありません。レファレンス機

能や様々な人に対して社会の動向を伝え、共有し、深めていく

機能がありますので、電子書籍の拡充に合わせ、図書館機能そ

のものをどのようにデジタル化していくのかを考えてほしいと思

います。特にレファレンスサービスは、発展の余地があり、市の進

める施策やリカレント教育にも繋がる取組みですので、千葉市

図書館の将来像についてどんな取り組みが必要なのか、デジ

タル化を進めるべきかという議論が必要だと感じました。 
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図書館と市民を結ぶ市長の嬉しい発言 
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是非利用したい図書館になるのでは。若いだけあって

今までの図書館の概念を変えてくれるような、また、若

い図書館学を学ぶ人たちを鼓舞するように書かれてい

る。 

29 歳で館長とはある意味異例といえる早さである。

図書館流通センターで働きながら修士論文を書き、副

館長を経て館長に就任している。一般的な流れとして

は専門分野の資格試験を受け、公務員試験を経てい

ろいろな経験を積んで館長に至る。また自治体により

専門分野を知らない公務員が部署異動で任免される

ことがある。千葉市も少なからず後者だ。 

この本の中で吉井氏はどのような公立図書館にし

たいのか？自問自答する。それは「図書館としての基本

（図書館法第三条）を大切にしながら活動を拡張すべ

きである」「人と知識、人と情報、人と人を結びつける

のが図書館員である。そのためには本や雑誌などの知

識情報の体系的な蓄積が大切である」そして「図書館

が想像・創造する場になるにはそもそも職員が想像と

創造ができなくてはならない」など。 

吉井氏という若い著者の図書館への思いは、私にと

って新たな図書館への理解と期待につながった。 

（運営委員） 

粟 

つづいて・・・ 

『29歳で図書館長になって』の著者吉井氏は“はじ

めに”の中で「20代・30代の図書館員がこれからどの

ような図書館にしていくのか、どうしたらいいのかを言

い表さなければ、ますますこの先は暗いと考える。」とし

て様々な体験の中から図書館員としてこうありたいと

記述している。 

著者は図書館法に定められた地方公共団体に採用

され、図書館長になったのではなく、著者の言う「・・・

図書館や博物館などの公の施設の管理と運営を自治

体の直営ではなく、企業や財団法人、NPO法人などが

代行でおこなう指定管理者制度・・・」の採用である。 

一般的に大学で図書館学を学び図書館に勤めたくて

も地方公共団体の募集に則って受験しなければならず、

必ずしも図書館に配属とはならない例が多い。著者の

ようにいろいろ紆余曲折はあっても早い段階で図書館

長として図書館の仕事に従事することは稀である。

「29歳」と言えば公立図書館ではようやく図書館配属

となり、学校で学んだことと現実の狭間で戸惑いなが

ら図書館員として切磋琢磨している年齢なのではない

だろうか。では、著者のように指定管理者に指名される

企業（？）に就職し、図書館長など指導的なポストに派

遣されなければ「これからの図書館」「これからの図書

館員」について語ることはできないのかと言えばそうで

はない。千葉県内にも浦安市立図書館、成田市立図

書館など司書採用を経て図書館の仕事を積み上げ、

住民に、利用者に素晴らしいサービスを展開している

地方自治体もある。これらの自治体の若い方々も大い

に図書館について声を挙げてほしい。 

 それにしても吉井氏の著書は各章ごとに大変詳細な

「注」が記載されており、その情報の多さに圧倒される。

自身が語る・記す内容の裏付けが明らかにされ、「この

話はここに書いてある」「このデータはこの本の〇頁に

載っている」、同じ本でも訳者や出版社が違うなど、著

者の知的力量はいかばかりかとただただ感心するば

かりであった。 

 

 このたび「図書館問題研究会」から7月27日付けで

次のアピール文が届いた。 

「図書館法を改正して公立図書館に司書の必置を求

めます」 

 １、 公立図書館に館長並びに専門的職員として司

書・司書補を置く。 

 ２、 館長となるものは、司書として勤務した経験を有

するものとする。 

 このアピールは7月18日開催された第68回全国大

会において決議されたとあります「…このままの状態が

続くと、公立図書館を支える正規専門職としての「司書」

の存続さえも危ぶまれます。図書館の専門職としての

「司書」は長期的経験を必要とする職です。また図書

館は国民の自由な教育と文化を支える重要な公共機

関として、自治体が自らの職員で運営することがもとめ

られます。…」図書館問題研究会では喫緊の課題とし

て取り上げられたのでしょう。 

 吉井氏も「図書館長はスペシャリストでありゼネラリス

トでなければならない」「図書館の代表として図書館の

ことを知っていなければならないし、自治体の一部署と

して図書館を位置付けることができなければならない

バランス感覚も必要なのだ」と、この若い著者は記して

いる。かつて千葉市の中央図書館はあと2、3年で定年

を迎える館長人事だったことを思い出した。 

  （運営委員） 
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２０２２年度総会では司書職採用について話題に

なり、会員から「成田市立図書館が司書を採用して

いる」という情報がありました。そのことをきっかけに、

成田へお話を伺いに行ってきました。 

 

【長年続いている司書の採用】 

１９８４年開館  司書１２名   

１９９５年      司書１５名 

２０２２年      司書２１名（全職員２８名中）   

開館当初は県立図書館から出向の館長だった。

その後長年行政職員が館長職を担ってきたが、２０

１８年、成田市で司書として勤続してきた職員が、初

めて館長になった。これは司書が館長を務めるレベ

ルにまで到達したということ。 

人事交流という制度で、司書が一般行政に異動

することもあるが、２～６年で戻ることができる。顔の

繋がりができ、司書の仕事も認識してもらえる。 

正規職員の司書が必要なもっとも大きな理由は、

図書館サービスの発展と蔵書の質の継続性のため。

年１回の人事課長とのヒヤリングの場で「司書の確

保」「指定管理者制度を導入しない」ことを言い続

けてきている。 

 

【行政や議員にも役立つ図書館】 

最新の情報は国や県からの方が早いが、図書館

では長期的スパンで調べることができる。「道路の

愛称はいつ付いたか」という質問に、行政では過去

の資料を処分しているため回答できないが、図書館

には資料の蓄積がある。来年度のシステム更新時に、

市の行政資料室との物流を確保したい。 

議員には、図書館サービスの案内をしていて、議

会事務局経由でレファレンスをしている。電子図書

館の状況などについて質問がある。 

 

【プロとしての選書眼】 

図書館は１００年、２００年かけて資料を動かし、コ

アなものを作っていくところ。新たなセンサーをもった

新人が入ることで資料の幅が広がる一方、新人は

司書としての知識と経験が浅く、除籍はできない。経

験を積み、プロとしての選書眼を養うため、研修には

意識的に参加させている。 

 

【電子書籍システム選定の理由】 

OverDrive導入（２０２１年８月）  

・本の単価が比較的安い 

・資料数が多い 

・試し読みが１割くらいある 

・洋書に強い 

来年度のシステム更新時に、システム連携したい。 

 

【有料データベースは必須】 

費用対効果は高くはないが、紙やインターネット上

の資料のみでは十分かつ迅速な調べ物はできない。

千葉市には１件も導入されていないことに驚きの声。 

 

【館内見学をして ～特に印象に残ったこと～】 

・司書は一目でわかる 

ように「司書バッジ」 

をつけている。SDGs 

「目標 4：質の高い教 

育をみんなに」のアイ 

コンの色を採用。 

 

・経費等の面から、ＩＣタグではなく磁気テープを装

備し、磁気ゲートや自動貸出機などにも対応して

いる。予約資料は、日付と申込順の番号で管理。こ

の方法は図書館員が考案した。 

例）７月 8日１番 → 07080001 

 

・除籍した本は仮置きし（司書２０名が一人ひと月

150～２００冊を除籍している）、月一度の館内整

理日に司書全員で再チエックする。 

 

～ 見学・お話を終えて ～ 

お話しを聞いて、成田の図書館が高いレベルを維

持し続けていることに納得した。これだけの専門性を

必要とする仕事をするには、現在の司書数でもまだ

足りないのだそうだ。専門職としての力を充分発揮

している司書が集まれば、市民に活用される図書館

になる。その実例を目の当たりにした。 

  千葉市図書館には、有料データベースが１件も導

入されていない、サービス計画が外注で作られてい

る、その計画に基づいた図書館評価には内部評価Ａ

が多く、現場で働く図書館員による真の図書館評価

がされているのか等、様々な課題がある。正規職員

の司書が、専門性と継続性をもって図書館業務を行

っていくという根本的な体制を、真摯に検討してもら

いたい。                      （運営委員） 

 

成田市立図書館に聞く 

 「いま改めて司書の仕事とは？」 

日時：2022年７月８日（金）１０:00～ 

  館長：巻嶋菊江さん   

館長補佐:米田渉さん（日本図書館協会認定司書） 

  参加者:６名 
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令和4年度、図書館協議会委員長は引き続き吉野知義氏、
副委員長には松尾修一氏が選任された。 
 
【令和3年度千葉市図書館の評価(案)について】 
  図書館から原案について説明後、外部評価部会員から
補足、委員からの質問があった。 

 
◆次年度への課題の指摘（外部評価部会員より） 

① 年間受入冊数や図書資料費が前年度より減少してい
るので、少なくとも現状維持に努めてほしい。 

② デジタル化の推進については後世に残す資料として写
真をうまく取り入れている点等はよいが、活用するため
は小学生でも読めるようにルビを振るなど工夫が必要
である。デジタル資料作成にあたっては専門的知識が
求められるので人材育成が必要。有料データベースな
どの導入についても検討をお願いしたい。 

③ 図書館利用登録の促進のため、市教育委員会の図書
館主任研修会等へ図書館職員が出席することで、学校
と市立図書館が連携し、今まで図書館を利用したこと
がない児童生徒が図書館に足を運ぶきっかけとなるよ
う各学校へさらなる周知を図ってほしい。 

④ 花見川図書館、こてはし台公民館との複合化について
のワークショップの開催は評価できるが、周知や説明
の時期が適切ではなかったのではないか。市の図書
館サービスの拠点について検討をしてほしい。また、住
民へ情報の公開と意見を聴取する機会を設けてほしい。 

⑤ 学校レファレンスカードは良い取り組みだが、周知が足
りない。利用冊数の見直し、受け取り場所についてなど
改善の余地がある。団体貸出についても同様、より具
体的に学校の声を聞きながら利用方法を検討してほし
い。 

 
【令和4年度千葉市図書館のサービス取組項目及び評価
指標(案)について】 

 
◆今後のアーカイブ化にどのように取り組むのか 

委：①オーラルヒストリーのテーマは誰が決めるのか。民間
に委託しているが、千葉市の発展について資料を体系
的に収集していけば学校でも利用されやすいのではな
いか。 
②テーマについては地域の歴史研究会等とタイアップ
する等の検討はなされているのか。 
③PDF もよいが、今の子ども達は動画で学ぶことが多
い。コンパクトな動画でまとめることを検討できないか。 

 
図：①テーマの選定は図書館がしている。社会科の教諭の

OB を交えてテーマを設定していたが、今年度は少し広
げて庁内の文化振興スポーツなどの関係課に記憶を持
っている人を推薦してもらう。千葉市の発展や街づくりに
貢献した人を対象としている。今年度は地域の町内自治
会、民生委員等から幅広く収集していきたい。 
②地域歴史等を研究している団体とのタイアップについ 

 

 
ては不透明。検討していきたい。 
③動画については考えていない。検討したい。 

 
◆正規職員の有資格者数の増加を 

委：正規職員の司書率は23.5％にもかかわらず、会計年度
任用職員がほぼ１００％であるため、全体の司書率は、５５．
７％となっている。図書館業務の決定をする正規職員に有
資格者を増やしてほしい。どのように増やしているのか。 
図：正規職員の有資格者率をあげるために2つのことを行
っている。ひとつは人材公募。自分の興味ある部署に立
候補してもらい、人材を広く庁内で公募している。また、司
書資格を取りやすいような環境整備をしている。研修充
実、環境整備をしていきたい。 

 
◆相互貸借の「借受」の目標は高い方がよい？ 

委：借受とは自館に資料がないために他館から取り寄せる
ということ。利用者の立場に立てば求める本が全部千葉
市の図書館で手配できれば一番よいこと。相互貸借の
借受までが増という目標ではおかしいのではないか。 

図：指摘の部分を踏まえて図書館整備をしていきたい。 
 
◆SNSで具体的に何をしたいのか。 

委：SNS の活用とあるが、SNS を使って具体的に何をした
いのか書いてほしい。 

図：今まではフェイスブックを中心に活用していたが、昨年
度からツイッターを始めた。ツイッターは即時性がある
ので、企画展示などを発信し市民との交流を促している。
委員の意見を受けて分かりやすいよう内容を書き換える。 

 
◆高等学校との連携は 

委：高等学校まで連携を広げ、図書館を利用してもらうよう
に働きかけられないか。 

図：市立図書館は小中が中心。県立高校は他機関。高校生
をファーカスして何ができるかチャレンジしていきたい。 

図：若葉図書館では桜林高校の生徒におはなし会に協力を
してもらっている。高校生にはボランティアの概念の育成
と読書への関心のために、今後も働きかけていきたい。
(若葉図書館長より) 

 
その他 
（１）新外部評価部会員の3名が選出された。 
（２）第６次千葉市生涯学習推進計画(案)についての概要
の説明後、今後のスケジュールの説明。８月に政策会議
で市の方針を決定。１０月パブリックコメント。１２月生涯学
習審議会答申。2023年1月教育委員会会議での承認を
経て2月公表。 
次回の図書館協議会は2023年3月の予定。 
 

昨年度の評価形式を一部修正したことは一歩前進した
が、目標が達成できなかった点や、そのために何をしようと
しているのかが見えにくい。さらに市民に分かりやすい評価
になることを期待したい。  （運営委員） 

令和 4年度（2022）第 1回千葉市図書館協議会 日時：令和 4年7月28日（木)10時～11時16分 

会場：千葉市消費生活センター3階 研修講義室  協議会委員 9名(1名欠席) 職員11名  傍聴者：10名 

 

 

 

 

 

傍聴記 
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       地域から  

「子ども達に本との出会いを」 

                                                  幸町公民館  〇〇 ○○ 
 

幸町公民館図書担当の巣山です。私はみつわ台公民館に４年勤務した後、幸町公民館は今年３年目になります。 

今、千葉市公民館は子どもの居場所づくりを掲げています。子ども達にはどんどん公民館に来てもらいたいと願っ

ています。公民館図書室は最適な居場所になれるはずです。現代は活字離れや読解力の低下が社会問題として取

り上げられますが、多種多様な娯楽ツールがある中で、それでも本を読んでみようと思ってもらえるように、良書との

出会いを提供したいと思っています。 

子ども達にとっては学校図書館の次に身近な公民館図書室ですので、千葉市立幸町小学校との連携で全校生

徒に向けて幸町公民館図書室を紹介しました。公民館図書室に来て図書利用カードを作ってもらうことを目標にしま

した。 

幸町公民館図書室を紹介した甲斐あって図書室に来てくれた子も、図書利用カードを作ってくれた子もいました。

しかし、図書利用カードを持つことは最初の第一歩に過ぎず、読書の楽しさを知ってもらえたことにはなりません。これ

からが正念場ですので、知恵を出し合ってまだまだ挑戦します。また近隣の幼稚園・保育園、中学校とも協力し合って

いきたいと思います。そうすることで、子ども達は素敵な本と出会える機会が持てるかもしれません。 

 

   読書会報告 「俳句の本を読む」第60回

 

課題本：『大岡信『折々のうた』選 俳句(二)』 
長谷川櫂/編 （岩波新書） 

日時：2022年8月7日 （日） １４時～１６時 
会場：稲毛図書館 集会室   6名 

 
飯田龍太の句集は全十句集あり、今回最後の句集  

『遅速
ち そ く

』より〈涼風
り ょ うふ う

の一塊として男来る 〉の句から読み 

合った。句集『
「

遅速』は龍太が自分で選んで編んだ句集 

とのこと。遺句集ではない。涼風は夏の季語。ある本によれば 

「俳句では涼風はすずかぜと読みます」と書いてあった。著者大岡氏

によれば「一
い っ

塊
か い

として」がきいている、男を突き放している表現だから、

音読みの連なり具合もいい」。ですからやはり「りょうふう」。〈山河はや

冬かがやきて位に即けり 龍太〉この句は龍太第一句集『百戸の谿
た に

』

に収められた句。龍太は山梨県境川村（現笛吹市）生まれ、周囲にど

っしりと構える南アルプスの山々の偉容を、誇りをこめて鑚仰
さんぎょう

（学徳を

仰ぎ尊ぶ）している句と著者。冬が冬の地位についたのだ。 

〈天地
あ め つ ち

の息合ひて激し雪降らす 節子〉野沢節子（1920～1995）

天上と地上とが意思があるかのように呼吸を合わせて激しく雪を降ら

せている。「雪降れり」と言わず「雪降らす」と言い切った所に作者の 

気息が生きている」と大岡氏は評価。 

〈妻子去るや秋
しゅう

蝶
てふ

のごと縺
も つ

れあひ 柏〉志
し

城
じょう

 柏
は く

（1921～2000）本名、目崎徳衛。西行研究で高名な日本史学者。

「戦後北陸の地で病み、長期療養中に面会に来た妻子が去っていく、いとおしくも悲しいながめを読んだ句」と著者記す。 

〈闘うて鷹のゑぐりし深雪なり  化石〉村越化石（1922～2014）静岡県藤枝市出身。青年期にハンセン病を発病、

一眼を失い、第一句集『独眼』を出す。のちには残る一眼も失明。「俳号は、自らを化石となってしまった存在とみなす覚

悟を示すものだが、それだけに俳句にひたすら心を打ち込んだ」。 

〈まなこ荒れ/たちまち/朝の/終りかな 重信〉高柳重信（1923～1983）俳句の多行書きを実践。しかし多行俳句は

縦書きでないとその効果は正確には伝わらない。句を/で切って縦にイメージして読んでみる。この句は無季俳句。縦にし

てみると俳句ではなく短い詩のように読める。 

〈大雷雨鬱
う つ

王
お う

と会うあさの夢 兜子〉赤尾
あ か お

兜子
と う し

（1925～1981）前衛俳句の旗手であった。鬱王とは作者の内心に住

む魔の一人。うつ病に悩まされ56歳で急逝。 

〈ばさばさと股間につかふ扇かな 才一〉丸谷才一（1925～2012）この句を収めた句集『七十句』は古希を記念し

て編んだ、句集『八十八句』もある。丸谷は墓石にこの句を刻み、墓碑銘を俳号である「玩亭墓」とのみ記した、とある。

次回は、10月9日（日）稲毛保健福祉センター 14時～16時 145頁から いよいよ最後の句になりそうです。    

（運営委員） 

        

 

  

国葬と酷葬・・・いいえ、こんなことを言

ってはいけません。 

イギリスの国葬と日本の国葬の話で

す。イギリスでは長い列を成して涙の献

花。あの有名な「離婚劇」の王子が国王

になるとか。・・・いいえ、こんなことを言っ

てはいけません。 

 日本では日増しに反対の声が強くなっ

ているようです。あの国営放送局 9月の

アンケート調査でも５７％が国葬支持し

ないと。国葬の説明が不十分との意見

72％。この放送局も正直になったのかし

ら・・・いいえ、こんなことを言ってはいけ

ません。 

素直が一番です。  

知ったかぶり子 

 

ぶっく・ぶく 
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千葉市若葉図書館の鍬田と申します。としょかんふ

れんず千葉市の皆さまには日ごろからたいへんお世

話になり、ありがとうございます。 

さて、図書館法によりますと、図書館とは「調査研究

（中略）に資することを目的とする施設」とあります。図

書館での調査研究の援助（レファレンスサービス）に

ついて、経験を交えながら書かせていただきます。 

お客様から質問を受けたとき、大多数の図書館職

員の頭の中では「ご質問の内容にあう資料はNDC

（日本十進分類法）のどこにあてはまるか」ということ

がめぐっていると思います。 

比較的すぐにひらめくこともあれば、お客様からうか

がったキーワードで検索してもなかなか合致するもの

にたどりつかないこともあります。 

そのような時に必要となるもののひとつが発想力で

す。ある分野で見つからないときは、視点を変えて別の

分野の可能性を考えてみるというようなことです。レフ

ァレンスの担当になった当初は、発想を変えることがと

ても苦手でした。そこで意識していたのが、「質問から

要素を取りだす」ということでした。例えば「戦国時代

の経済について知りたい」という質問には、「戦国時代

の歴史（日本史）」と「日本の経済史」という側面があ

ります。このように意識的に質問から複数の要素を取

りだして、調査にあたることを心がけていました。 

この方法を活用した事例で印象深いのが、10年以

上前にご年配の方から受けた、「子どもの頃に自宅に

あった日本刀をGHQが持っていってしまった。返却し

てほしいが連絡先などの方法を知りたい」というご質

問でした。質問をうかがったときは、正直なところどの

ように調査したらよいか途方に暮れてしまいました。カ

ウンターで太平洋戦争の補償という観点からしばらく

お調べしましたが回答が得られず、質問をお預かりし

ました。 

お客様が帰られた後はまずは事実確認のために、

日本の現代史の資料を数冊調べてみました。その中

の１冊に戦後、GHQが民間人の武装解除のために刀

剣などを没収したという記述があり、ご質問のような

出来事が実際にあったことが分かりました。しかし、関

係していたのがGHQのため、現在の照会先の手掛か

りがありません。ほかに調べる方法はないかと考えて

思いついたのが、日本刀に関する質問なのだから関

連団体に問い合わせれば情報が得られるかもしれな

いとうことでした。というのは、この少し前に、別の職員

が「日本刀の鑑定の資格をとりたい」という質問を受

けて、日本刀の団体を紹介したという話を聞いており、

関連団体があることを知っていたのでした。早速インタ

ーネットで日本刀の団体を調べて連絡をしたところ、

戦後にGHQが没収した刀剣は「赤羽
あ か ば ね

刀
と う

」と呼ばれて

おり、文化庁に担当部署があることを教えて頂きまし

た。文化庁の担当部署に個人で問い合わせをして大

丈夫か確認をとってから、お客様にご連絡をさしあげ

ました。 

後日、そのお客様が訪ねてこられて、文化庁に問い

合わせたが自分の家の日本刀はどこにあるか分から

ないという回答であったと教えていただきました。しか

し、長年の気がかりが軽くなったと、お礼を言ってくださ

いました。 

お客さまからの質問は背後に様々な事情があること

を改めて認識し、より一層真摯にレファレンスサービス

に取り組まなければと思った出来事でした。 

 

 

      「さがしものはなんですか」 

        千葉市若葉図書館  鍬田 聡子   

 



☆ 若い世代の参加を願って、このコーナーを設けています 
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「小説について ― 自分なりの解釈」                 

                                                  稲毛区  ○○ ○○ （高校１年）

 

私は小説が苦手だ。なぜなら、内容を正確に

読み取るのは難しいからだ。 

例えば、漫画や絵本は文章やセリフに加え、イ

ラストやオノマトペなどを使った表現を用いて、

作者が思い描いた姿を描く。それに比べると文

章のみで構成している小説は、作者が思い描い

た姿を情報として受け入れるというより、文章か

ら読者が読み取り想像して受け取る部分が多

い。それに、読者によって感じ方は様々だ。同じ

場面でも読者の価値観や読むときの状況の違

いも受け取り方に影響する。内容を理解しようと

すると、一回読むだけでは足りず、何度か読み

返すことも多い。 

私が一番記憶に残っていて、何回も読み返し

てしまう本は、林真理子さんが書かれた『私の

スポットライト』（ポプラ社）という本だ。この話は、

主人公の彩希が文化祭のクラス劇をきっかけに

演劇に興味を持ち始め、演劇の世界に足を踏

み入れるという内容だ。ごく普通の中学生の主

人公が好きなことを見つけ、自分だけのスポット

ライトを浴びている姿は、勇気が出て、読む度に

興味をかきたてられる。私は六年生の時、入学

式で生徒代表のスピーチをしたことがある。人

前で話すことは初めてで自信を持てず、プレッ

シャーで押しつぶされそうになっていたが、この

本を読んで少し気持ちが軽くなった。私にとって

この本は、勇気が出なかったり、落ち込んでいる

時に読み返して助けをもらう存在になっている。 

何度も読み返すと、一回目に読んだ時には気

づかなかった表現を見つけたり、前とは違う感じ

方だったりと少しずつ物語の理解を深めていく

感覚がおもしろくて、すぐに一冊を読み終えてし

まう。 

 

小学生の時には理解できなかった女子同士

の独特な空気やキャラクターの心情の読み取り

とそれに対しての考えなどが年を重ねて知識が

増えたり、学校で行う授業の効果で少しずつ変

っていったのだと思う。 

文章だけで場面の情景や、キャラクターの表

情などの細かい描写を想像して、自分なりの解

釈をくり返して読み進めることは難しいと感じて

しまうが、同じ本を何度も読み返して作品の雰

囲気を感じとりながら、本の世界に没頭する感

覚は小説でしか味わえない。 

自分が思い描くものを表現する方法はたくさ

んあるが、小説や詩のように文章で表現する方

法は多くの人が身近に触れていて、理解しやす

いと思う。私は美術が好きで、絵画を見ると、か

すかに残った筆の跡や何重にも重なっている色

に感心したり気分が上がるが、興味がない人か

らしたら理解することは不可能だと思う。だから

こそ、文章で構成された表現は素晴らしいと思

う。普段使っている言葉を組み立てているからこ

そ、解釈しやすい分、幅が広がる。 

私は最初に書いたように、小説を読むのは得

意ではないが、新しい小説を読み始めるのはも

ちろん、昔に読んだ本を読み返してみるのも好

きだから気まぐれに続けていくと思う。  
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みなさんは、まだ読んだことが無い本とどん

なふうに出会いますか？「新聞の書評？」「誰

かに勧められた？」「本屋さんの新刊本コーナ

ー？」ほかにもいろいろあるでしょう。私の場合

は、図書館での「ぷらぷら読書」と「いもづる読

書」です。それは何かって？「ぷらぷら読書」は、

図書館の中をぷらぷらと歩きながら、書棚の本

の背表紙を眺めて気になった本があったら迷

わず読んでみることです。背表紙のキーワード

や装丁が「読んでね」と語りかけてきたら、まず

は読んでみます。初めて出会った言葉、気にな

るタイトルや装丁など、背表紙は魅力的なオー

ラを出してきます。まずは手に取って、時間がな

ければ借りて、読んでみます。これは図書館だ

からこその気軽さです。たまには期待外れのこ

ともありますが、たいていは新しい何かとの出

会いがあります。そんな未知との遭遇を求めて、

そして、健康のために万歩計の歩数稼ぎをしな

がら図書館の中をぷらぷら歩きます。 

先日もいつものように図書館の中をぷらぷ

ら散策していたら、文庫本コーナー小径で『
「

痕跡本
こ ん せ き ほ ん

の世界』なる本が目に留まりました。

「痕跡本」？、初めて聞く言葉です。もちろん、迷

わず手に取り貸出カウンターに向かいました。

「痕跡本」というのは、「書き込みだったり、線

引きだったり、メモが挟み込まれていたりなど、

前の持ち主の『痕跡』が残された古本のこと」

で、著者の古沢さんが名付けたそうです。そう

いえば、亡き父から譲り受けた本にもたくさん

の傍線がありました。「痕跡本」です。傍線が引

かれた箇所は父の心にヒットした部分なんだな

と思うと、そこからメッセージを受け取った気が

しました。元の持ち主の思いや物語も一緒に読

む「痕跡本の世界」は、新鮮な驚きでした。 

さて、もうひとつの「いもづる読書」です。これ

は、いったん読んで興味を持った本から、つなが

りをたどって深堀していく読書です。同じ著者の

本や、著者お薦めの本、読んだ本の中に出てく

る本など、最初に読んだ本からつながっている

本をたどっていきます。そうすると次々と関連する

本が出てきます。だから「いもづる読書」です。

「いもづる読書」の相棒は、図書館の蔵書検索

システムです。「著者名」や「題名」から、あれこ

れ検索して探し出した本の背番号（図書分類）

と書棚の在りか（配架場所）を確認したら、さあ

出発！もしも貸出中ならば予約して楽しみは後

にとっておきます。「いもづる読書」で読んだ本は、

何らかのつながりがあるので、知識も記憶も塊

になって頭の中に残ります。そして、つながりをど

んどんたどっていくと、どんどん世界が広がって

いきます。 

さて、先の『痕跡本の世界』です。ここには

様々なジャンルの本がたくさん登場します。どれ

も元の持ち主の痕跡から始まる妄想ストーリー

で一杯です。こうなると「いもづる読書」は四方

八方に「つる」が広がってしまいますが、今回は、

同じ著者の本を辿って『ビブリア古書堂の事件

手帖』に出会いました。本の痕跡を辿って推理

をしていく小説です。普段は殆ど小説を読まな

い私にとって、この本は新しい出会いでした。 

「ぷらぷら読書」と「いもづる読書」を楽しむ

には、図書館は「強～い味方」です。図書館とい

う「本の森」を散策しながら出会った様々な本が

世界を広げてくれます。そして万歩計の歩数も

増やせます。 

 

＜今回のぷらぷら＆いもづる読書＞ 

＊『痕跡本の世界：古本に残された不思議な何

か』古沢和宏/著 （ちくま文庫 2015年） 

＊『痕跡本のすすめ』古沢和宏/著（太田出版 

2012年） 

＊『ビブリア古書堂の事件手帖～栞子さんと奇

妙な客人たち～』三上延/著（メディアワークス

文庫 2011年） 

 

      本の森のお散歩 ～「ぷらぷら読書」と「いもづる読書」～ 

                                  中央区  ○○ ○○                                         
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７月 28日(木) 令和４年度第１回 

千葉市図書館協議会を傍聴 
７月 29日(金) 中央図書館親子図書館 

たんけんツアーに協力 
8月  ４ 日(木) 運営委員会 

8 月 ７ 日(日) 第60回読書会「俳句の本を読む」 

8月 23日(火) 臨時運営委員会 

（図書館についての勉強） 

9 月 ５ 日(月) 編集会議 

9 月  8 日(木) 運営委員会 

9 月 9  日(金) 編集会議 

9 月15 日(木) 会報６9号発行 

う ご き 
 

                 ワクワクする図書館へ 

～親子図書館たんけんツアーに協力者として参加して～ 
 

 日 時 2022年 7月２９日(金) 
    第１回 10:00～11:30  第２回 14:00～15:30 
 会 場 千葉市中央図書館   協力者 4名 
 参加者 第１回 大人５名 子ども 6名  

第２回 大人４名 子ども 5名  
 
「としょかんふれんず千葉市」に中央図書館からた

んけんツアーに協力依頼があり参加しました。 
おはなしのへやで日程説明があり、まず入口の企画

展示や案内カウンターの説明の後、障がい者サービス
コーナーへ。点字表示がある商品が紹介され、障害の
ある人を知らせるマークが４つ示され「なんのマークか
知っていますか」の問いに全部知っている子どもはいな
かった。拡大図書器を使っての説明もあり、参加親子は
こんなところに点字の表示があったのか、こんなサービ
スがあるのかと新しい発見や興味を持ち説明に引き込
まれていた。コーナーの帰り際にご自身も障がいを持
つ担当職員の「また、立ち寄ってください。ありがとうご
ざいました」のぬくもりのある言葉に送られ、次の YA
コーナーへ。 
物語、絵本、紙芝居など本の並び方やラベルの説明

を受けた。体験として子どもに 440 宇宙・星と 780 
スポーツの本 2冊を探してもらうことに。どの子も難な
く見つけてきました。 

2階へ行き、地域コーナー・空中地図写真を見て、中
央図書館にある一番古い雑誌・物語の本が紹介され、
「それ借りたいです」と声が上がりましたが、「これは館
内だけです。でも係の人に相談してください。何か方法
があるかも知れません」と説明がありました。それから
新聞縮刷版から子どもそれぞれの誕生日を探してもら
い、その日の天気・曜日・記事などを見てもらう。 
地下１階の自動出納書庫も見学。次に駐車場の移

動図書館車へ。図書館車は決められたステーションに
近づくと音楽をかけて知らせる。この日も音楽を少し流
してくれた。そして、おはなしのへやに戻り、クイズの答え
合わせや星空投影を見てたんけん終了です。 
今回の募集は、小学生とその保護者が対象でした

が、小学生は１年生と６年生では興味や理解度に違い
があります。よい企画ですので、図書館の利用を増やし
より理解してもらうために、年齢別(就学前・低・高学
年)に行うとより充実するでしょう。      (運営委員）             

 

 

✱としょかんふれんず千葉市のホームページはこちらから 

   URL  https://furenzu2021.wixsite.com/toshokanfriends  

   または、右の QR コードから読み取ってください。 

✱としょかんふれんず千葉市の Twitterは 
ユーザー名 @furenzu8chiba 
または、「としょかんふれんず千葉市」 で検索してください。 

 

 

 

  

   
としょかんふれんず千葉市  

代 表

【連絡先】 事務局  

 〒 千葉市○○区○○町 

TEL・FAX ０４３（○○）○○○○ 

 メール   furenzu2021@gmail.com 

     ホームページ URL    

https://furenzu2021.wixsite.com/

toshokanfriends 

年会費  一般 円 学生 500円 

郵便振替 

発行者  

落丁等ありましたら、右記連絡先までお知らせ下さい 

 

知らせ 

 

丁等ありましたら、右記連絡先までお知らせ下さい 

 

図書館総合展フォーラム inアジア経済研究所図書館 
日 時     令和４年１０月２日 (日) １３：００～１６：３０ 
開催方法  オンライン（Zoom） 
場 所    アジア経済研究所図書館  
協 力    千葉市図書館情報ネットワーク協議会 

第１部：アジア経済研究所図書館見学会 
 「アジア経済研究所図書館ってどんなところ？ 

地域ライブラリアンが魅せる推しコレクション」 

第２部：パネルディスカッション「千葉とつながる、アジアと 

つながる～レファレンスサービスから見る図書館の役割」 

◇千葉市図書館情報ネットワーク協議会について 

 吉野知義氏（千葉市図書館情報ネットワーク協議会会長、 

神田外語大学学術・研究支援部ゼネラルマネージャー） 

◇パネルディスカッション 

 〇萩屋勇氏（千葉市中央図書館情報資料課課長補佐） 

 〇小林磨理恵氏（アジア経済研究所 学術情報センター 

 図書館情報課 課長代理） 

 〇齊藤誠一氏（千葉経済大学総合図書館館長） 

申し込み方法 図書館総合展２０２２ 連続フォーラム HP
（https://www.libraryfair.jp/event/2022/44）    
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